






要約:1990～1991 年度に医学中央雑誌および IndexMedicus に見られた SIDS 関連文献 139

件の文献学的検索を行った。疫学においては sleeping position、特にうつ伏せ寝と SIDS

の関連が明らかにされ、ニュージーランド、オーストラリア、イギリスにおいてうつ伏せ

寝に対する注意のキャンペーンによって SIDSの発生頻度が減少した事が述べられている。

病因・病態においては arousal responce の低下に関連した神経系の maturation delay お

よび出生前のchronic hypoxiaによる障害がSIDSの基本的病態とする論文が多数見られて

いる。すなわち、SIDS は「なぜ sleep apnea になるか」ではなく「なぜsleep apneaから

回復しないのか」に焦点が絞られてきた。SIDS を引き起こす病態は軽微なもので、それに

軽い感染症や睡眠中の環境などの外的因子が加わり sleep apnea が起こるとともに

arousal responce も低下すると考えられている。このようなことから、母親の添い寝など

の arousal responce を刺激する育児環境が SIDS 発生を大幅に減少せしめる可能性が示さ

れている。 


